
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会医療法人小寺会 佐伯中央病院 広報誌 

          

 
 

こ
の
度
、
縁
あ
っ
て
佐
伯
中
央
病
院
の
舵
取
り
の
役
を
仰
せ 

つ
か
り
ま
し
た
。 

 

私
は
外
科
、
特
に
消
化
器
外
科
を
専
攻
し
、
生
涯
一
外
科
医
を 

理
想
と
し
て
研
鑽
を
つ
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
十
六
年
前
、 

大
分
赤
十
字
病
院
院
長
に
就
任
し
て
か
ら
は
臨
床
の
現
場
か
ら 

病
院
の
管
理
・
運
営
の
仕
事
が
主
に
な
っ
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

病
院
医
療
の
目
的
は
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
で
、 

 

患
者
さ
ん
や
地
域
の
皆
様
に
安
心
感
を
抱
い
て
い
た
だ
く
事
に 

 

あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 

そ
の
た
め
に
は
職
員
全
員
が
一
丸
と
な
り
、
患
者
さ
ん
、
地
域
の 

 

皆
様
の
た
め
日
々
「
医
療
の
質
」
向
上
に
取
り
組
み
、
信
頼
を
得
る 

 

こ
と
が
必
要
で
す
。 

 
 

佐
伯
中
央
病
院
が
県
南
、
佐
伯
市
の
皆
様
に
と
っ
て
財
産
と
し
て 

 

成
長
し
続
け
る
病
院
と
な
る
よ
う
、
職
員
と
共
に
知
恵
を
出
し
、 

 

汗
を
か
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日 

 
 
 
 
 
 

 

社
会
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療
法
人
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寺
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佐
伯
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央
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院
長 

若
杉 

健
三 

          

 
 

春
の
暖
か
さ
を
感
じ
る
今
日
、
様
々
な
分
野
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を 

 

き
ら
れ
る
方
も
多
い
中
、
佐
伯
中
央
病
院
で
も
、
新
た
な
体
制
で 

新
年
度
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
度
、
約
四
十
年
に
渡
り
務
め
た
院
長
職
を
辞
し
、
後
任
に
大
分 

赤
十
字
病
院
に
て
長
年
院
長
を
務
め
ら
れ
た
、
若
杉
健
三
氏
を
迎
え
て 

佐
伯
中
央
病
院
の
新
た
な
船
出
が
始
ま
り
ま
す
。 

 

今
ま
で
皆
様
方
よ
り
多
く
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を 

深
く
感
謝
す
る
と
共
に
、
今
後
の
更
な
る
佐
伯
中
央
病
院
の
発
展
を 

祈
念
し
て
頂
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。 

 
 

今
後
は
理
事
長
と
し
て
、
ま
た
診
療
医
と
し
て
務
め
て
参
り
ま
す
。 

 
 

何
卒
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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新
年
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ご
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院
長
着
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ご
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平成 28年度、佐伯中央病院とその関連施設に 

２３名の新入職員が入職しました。 

 

4月 1日と 2日の 2 日間にわたり新人研修が 

行われ、1日目は病院概要の説明や各部門の紹介が 

あり、2日目は移乗時の介助方法や救急対応などに 

ついての実習を行いました。 

 

新入職員は研修を経て、現在は各部署に配置され 

先輩たちの指導のもと日々の業務に励んでいます。 

今後の活躍が楽しみです！ 

明石
あ か し

 哲彦
て つ ひ こ

 先生 

診療医として、皆様の不安なことや心配ごとなど、 

少しでも軽減できるよう、日々取り組んでいきます。 

病棟や外来で見かけたら気軽に声を掛けて下さい。 

よろしくお願いします。 

趣味はバイクで温泉めぐりです、名所や穴場など 

ありましたら、ぜひ教えて下さい。 

佐伯中央病院では特定健診を随時実施しています！ 

対 象 者：ご自宅に受診券が届いた方 (国保・健保扶養者・後期高齢者等) 

※国民健康保険加入者については平成 28 年度は自己負担が無料となっています。 

 持参するもの：保険証と受診券 

 

 ★予約無しでも受診可能ですが、あらかじめ 

予約することにより、スムーズに健診を 

受けることができます。 

☆特定健診を受診する事により生活習慣病 

の予防や病気の早期発見にもつながります。 

特定健診に関しまして詳細を希望される方は 

お近くのスタッフ又は健診担当(後藤・北岡)まで！ 



新年度より小寺会に が加わりました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

大入島診療所 鶴見高齢者生活福祉センター 

平成 28年 4月 1日より大入島診療所 
の診療を佐伯市の委託にて開始しました。 

3月までの診療と違い、診療日当日に 
お薬をお渡しできるようになりました。 
また、特定健診の受付も行っています。 

引き続き安全・安心の医療をご提供します 
ので、ぜひともご利用下さい。 
 
（診療時間） 
毎週火・木曜日 １４：００～１６：３０ 
（担当医師）火曜日 野村和雄先生（毎週） 

木曜日  伊藤祐司先生 
（第１・２・４・５週） 

小寺隆先生（第３週） 
 
（お問い合わせ先） 

電話 ２４－２３６３ 
（診療時間内の受付となります） 

 

一緒に働いてみませんか？ 
佐伯中央病院グループでは、将来を担う看護人材、介護人材を 

探しています。経験は問いません。資格は持ってるが活かせてない 

方も大歓迎です。詳しく聞きたい方、まずは見学をしたいという方は 

下記担当課までお問い合わせ下さい。ご連絡お待ちしています！ 

 

 お問い合わせ先： 0972－22－8846 

佐伯中央病院 人事労務課 まで 

「デイサービスセンター こでら」と 
生活支援ハウスがひとつ屋根の下で一体的 
に運営されています。 
 隣接する同じ小寺会の「鶴見診療所」、 
介護老人保健施設「鶴見の太陽」と密な 

連携を図りながら、より安心して過ごせる 
地域づくりに貢献したいと思います。 
 どちらもお気軽に見学にお越し下さい！ 
 
デイサービスセンター こでら 
 月曜～土曜 9：30～15：30 

（お問い合わせ先） 
電話 ３３－１３１０ 担当 堀川 
 
生活支援ハウス 
 ※佐伯市高齢者福祉課までお問い合わせ 

下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜理念＞ 

一、 患者様に視点をおき、心のかよう思いやりのある医療を提供します。 

一、 専門的技術を生かし、より効果的な医療を追求します。 

一、 地域と共に歩み、医療を通して地域文化の発展に貢献します。 

 

＜基本方針＞ 

一、 生命・人格・人権を尊重し、質の高い医療を目指します。 

一、 時代のニーズに合った医療サービスを提供します。 

一、 健康づくり、疾病予防の担い手として、地域医療に貢献します。 

一、 志高く、豊かな人間性を有する医療人の育成を目指します。 

一、 効率的な運営を行い、働きやすい職場づくりに努めます。 

＜患者様の権利＞ 

一、 平等かつ公平に医療を受ける権利 

二、 個人として尊重される権利 

三、 十分な説明と情報提供を受ける権利 

四、 自らの意志で選択・決定する権利 

五、 自らの情報を承諾なくして第三者に 

   開示されない権利（プライバシー保護の 

   権利） 

発行元：佐伯中央病院 
〒 876-0851 大分県佐伯市常盤東町 6 番 30 号 

TEL：0972-22-8846 FAX：0972-22-8844 
発効日：平成 28 年 5月 1 日 

３/４(金)に新佐伯豊南高校にて卒業生と在校生 

１・２年生との職種別座談会がありました。 

３月７日に閉校した佐伯豊南高校総合学科の３期

生の１８名が卒業生として参加し、当院からは、 

看護師と健康運動指導士が出席をしました。高校時

代の思い出や、現在に至るまでの経緯、働くことに

ついて、各職種に分かれてグループで行いました。 

看護やリハビリについて興味を持っている生徒が 

とても多く、真剣に耳を傾けていました。 

今回の交流が将来に役に立ててもらえたら幸い 

です！ 

座談会へ出席しました 

季節の行事食 

 佐伯中央病院の食事療養部では、 

定期に季節の食材を活かした行事食

を入院患者さんにお届けしています。 

 栄養バランスもよく、ボリューム 

満点で色彩豊かな行事食を作って 

いる食事療養部は、今後も様々な食材

でバランス良い食事を作り、患者さん

の早期退院を支援します。 

＜患者様の義務＞ 

一、 正確な情報を提供すると共に疾病や 

治療内容を十分に理解するよう努力 

する義務 

二、 医療に積極的に取り組む義務 

三、 快適な医療環境づくりに協力する義務 

四、 社会的ルールを尊重し、医療費を適正に 

お支払い頂く義務 


